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平
成
二
十
年
度
同
窓
会
活
動
報
告

平
成
二
十
年

・
四
月
　
三
日
 
 
会
計
監
査

・
四
月
十
二
日
　
　
定
期
理
事
会

・
四
月
二
十
六
日
　
総
会
案
内
状
発
送
作
業

・
五
月
三
十
一
日
　
総
会
準
備

・
六
月
八
日
　
　
　
第
二
十
三
回
総
会

・
七
月
十
二
日
　
　
総
会
反
省
会

・
十
月
十
一
日
　
　
定
期
理
事
会

・
十
一
月
八
日
　
　
課
題
検
討
会

・
十
二
月
十
三
日
　
課
題
検
討
会

平
成
二
十
一
年

・
一
月
二
十
四
日
　
定
期
理
事
会

・
二
月
十
四
日
　
　
常
任
理
事
会

・
三
月
二
十
八
日
　
常
任
理
事
会

　　
総
会
開
催
を
主
に

、
会
計
・
名
簿
・
人
事
・

会
報
等
に
関
し
た
会
合
を
行
い
ま
し
た

。

　
犬
丸
直
様
が
総
会
に
て
会
長
を
ご
退
任

、

松
田
輝
雄
様

（
二
十
七
年
卒

）
が
新
会
長
に

就
任
さ
れ
ま
し
た

。
犬
丸
様
の
会
長
職
在
任
に

心
よ
り
敬
意
を
表
し

、
深
謝
致
し
ま
す

。

　
本
会
の
運
営
及
び
財
務
の
改
善
と
活
性
化
を

目
指
し
た
会
合
を
重
ね
て
い
ま
す

。

　

第
二
十
三
回
総
会

　
 

（
二
〇
〇
八
年

）

　
　
　
　
　

概
要
報
告

　
第
二
十
三
回
総
会
は
二
〇
〇

八
年
六
月
八
日

（
日

）
、
母
校

体
育
館
に
て
特
別
会
員
の
青
木

校
長

、
二
瓶
副
校
長

、
城
様

、

茂
呂
様

、
山
路
様
を
お
迎
え
し

実
施
し
ま
し
た

。

杉
二
小
ウ

ィ
ン
ド
バ
ン
ド
演
奏

に
続
き

、

「
災
害
時
に
お
け
る

ペ

ッ
ト

」
の
講
演
を
昭
二
十
一

年
卒
の
北
林
迪
男
氏
が
行
い

、

総
会
へ
と
移
り

、
松
田
新
会
長

の
選
任
及
び
定
例
議
題
の
諸
承

認
が
行
わ
れ
ま
し
た

。
会
員
六

十
五
名
と
少
な
目
の
参
加
で
は

あ
り
ま
し
た
が

、
懇
親
会
も
含

め

、
十
分
に
旧
交
を
温
め
る
こ

と
が
出
来
ま
し
た

。
今
回
も
会

場
準
備
に
杉
二
小
Ｐ
Ｔ
Ａ
野
球

チ
ー

ム
の
お
父
さ
ん
方
の
ご
協

力
を
頂
き
ま
し
た

。

第15号
2009年

 

東
京
都
杉
並
区
立

　

杉
並
第
二
小
学
校

　

同
窓
会

　

事
務
局
発
行

杉
ニ
小
同
窓
会
報

会
員
短
信

　　　　　第２４回　同窓会総会開催のお知らせ

　１．開催日　平成２１年６月１４日（日）

　２．会　場　杉並第二小学校体育館　（スリッパの用意あり）

　３．同窓会進行
　　　-１．開場　１２時
　　　-２．杉二小ウィンドバンド演奏（校歌斉唱共）　１２時３０分～１３時１５分
　　　　　　・・・ フルート奏者上野星矢氏（H１４年卒）参加 ・・・
　　　-３．総　会　１３時３０分～１４時１５分
　　　　　　　議題(1)平成20年度会務報告
　　　　　　　　　　(2)平成20年度収支決算報告、会計監査報告
　　　　　　　　　　(3)平成21年度事業計画（案）
　　　　　　　　　　(4)平成21年度事業予算（案）
　　　　　　　　　　(5)役員改選（案）
　　　　　　　　　　(6)その他
　　　-４．同窓会文庫寄贈式
　　　-５．懇親会　１４時２０分～１５時３０分
　　　　　　　会費　4,000円　　（立食形式ですが、テーブル周囲に椅子をご用意）

　　　本年も恒例の同窓会総会を上記の通り開催いたすことになりました。
　　旧職員の方々にもご出席いただきます。総会に先立ち、音楽界期待の星、
　　フルート奏者上野星矢さんを交えた杉２小ウィンドバンドの皆さんによる
　　吹奏楽演奏を予定しています。
　　皆々様お誘い合わせの上、ふるってご出席賜りたくご案内申し上げます。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　杉並第２小学校同窓会　会長　松田　輝雄

平成２０年度収支決算報告
（自 平成２０年４月１日　至 平成２１年３月３１日）

　
東
京
市
立
杉
並
第
二
尋
常
小
學
校
最
後
の
第
五
十
六

回
卒
業
生
も
昨
年
八
十
歳
に
な
り
ま
し
た

。
私
達
は
故

加
藤
毅
君
の
尽
力
に
よ
り
永
ら
く
同
期
会
を
続
け
て
来

ま
し
た
が

、
八
十
歳
を
機
に
昨
年
十
二
月
の
懇
親
会
を

以

っ
て
解
散
し
ま
し
た

。
こ
れ
か
ら
は

、
同
窓
会
総
会

の
折
に
集
ま

っ
て
旧
交
を
温
め
よ
う
と
思
い
ま
す

。

学
校
制
度
の
変
遷
が
あ

っ
て
も
母
校
の
続
い
て
い
る
こ

と
は
大
変
に
有
り
難
い
こ
と
で
す

。
杉
並
第
二
小
学
校

お
よ
び
同
窓
会
の
ま
す
ま
す
の
発
展
を
祈
り

、
今
後
と

も
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す

。

　
　
　
　
　
　
　
　
昭
和
十
六
年
卒
業
　
志
賀
　
昭
夫

　
同
期
会
で
お
元
気
な
先
生
方
に
お
会
い
出
来
る
の
を

楽
し
み
に
し
て
い
ま
し
た
が

、
去
年
六
月
最
後
の
武
川

先
生
が
残
念
な
が
ら
お
亡
く
な
り
に
な
り
ま
し
た

。

そ
こ
で
今
ま
で
の
形
の
同
期
会
は
止
め
て

、
昔
の
名
残

は
あ
ま
り
残

っ
て
は
い
な
い
と
は
云
え

、
懐
か
し
い
杉

ニ
小
を
会
場
と
す
る
同
窓
会
の
総
会
で
幼
い
頃
を
思
い

出
し
な
が
ら
毎
年
集
ま
り
た
い
と
思
い
ま
す

。
総
会
に

は
今
ま
で
の
世
話
人
が
何
人
か
出
席
し
て
い
ま
す
の
で

、
同
期
の
皆
様

、
ど
う
ぞ
ご
出
席
下
さ
い

。

　
　
　
　
　
　
　
　
昭
和
十
八
年
卒
業
　
青
木
　
繁
夫

　
杉
二
小
創
立
百
周
年
を
機
に
設
立
さ
れ
た

「
同
窓
会

文
庫

」
、
い
ま
二
十
五
年
を
経
て
同
窓
会
か
ら
の
新
書

継
続
贈
答
の
財
政
危
機
に
陥

っ
て
い
ま
す

。

数
あ
る
小
学
校
の
同
窓
会
の
中
で
も
か
な
り
ユ
ニ
ー

ク

な
活
動
と
し
て

、
杉
並
区
の
各
小
学
校
か
ら
も
羨
望
の

眼
差
し
で
見
ら
れ
て
い
る

「
同
窓
会
文
庫

」
、
先
ず
は

総
会
の
時
に
で
も
是
非
一
度
立
寄

っ
て
下
さ
る
こ
と
を

お
薦
め
い
た
し
ま
す

。
そ
の
上
で

、
存
続
に
お
力
を
貸

し
て
下
さ
る
様

、
強
く
訴
え
る
も
の
で
す

。

　
　
　
　
　
　
　
　
昭
和
二
十
三
年
卒
　
八
ツ
藤
恒
夫

　
　
　
　
　
あ
の
日
を
語
り
ま
し
ょ
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
杉
並
第
二
小
学
校
同
窓
会
　
会
長
　
松
田
　
輝
雄

　
門
を
入

っ
た
と
き

、
校
庭
か
ら
は
溢
れ
る
ほ
ど
の
声
が
湧
き
出
し
て
い
ま
し
た

。

急
い
で
教
室
へ
走
り

、
歓
声
の
仲
間
に
加
わ

っ
た
日
を
思
い
出
し
て
下
さ
い

。

　
子
ど
も
だ

っ
た
私
た
ち
は
あ
の
校
庭
に
立
ち

、
飛
び
上
が

っ
て
遊
ん
で
い
ま
し

た

。
入
学
式
で
も
運
動
会
の
時
も

、
ク
ラ
ス
メ
イ
ト
と
の
別
れ
の
日
も
同
じ
よ
う

に
動
き
回

っ
て
い
ま
し
た

。

　
あ
な
た
の
思
い
出
や
学
ん
で
い
た
時
の
物
語
を
話
し
合
い
ま
し

ょ
う

。

「
こ
ん

な
こ
と
が
あ

っ
た
な
ぁ

」
「
あ
ん
な
こ
と
も

」
と

、
み
ん
な
で
笑

っ
た
こ
と

、
泣

か
さ
れ
た
り

、
嬉
し
か

っ
た
こ
と
を
紹
介
し
て
く
だ
さ
い

。
心
の
ど
こ
か
に
し
ま

っ
て
あ
る
杉
並
第
二
小
学
校
で
過
ご
し
た
思
い
出
を

。

　
杉
並
第
二
小
学
校
は

、
今
年
創
立
百
二
十
五
周
年
を
迎
え
ま
す

。

　
今
年
こ
そ

、
あ
な
た
が
参
加
し
て
下
さ
い

。

　
友
達
や
先
生

、
校
舎
を
た
ん
に
懐
か
し
む
だ
け
で
な
く

、
今
後
の
同
窓
会
を
も

っ
と
深
め
る
た
め
の
話
し
合
い
や
活
動
費
な
ど
に
も
力
を
貸
し
て
く
だ
さ
い

。
年

に
一
回
の
会
に
集
ま
る
だ
け
で
な
く

、
母
校
杉
二
小
の
同
窓
会
が
現
在
の
生
活
を

愉
し
め
る
た
め
の
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー

シ

ョ
ン
を
創
り
た
い
の
で
す

。

　
そ
し
て

、
今
の
子
ど
も
に
私
た
ち
が
出
来
る
こ
と
を
語
り
合
い
な
が
ら

、
若
い

卒
業
生
に
も
喜
ば
れ
る
同
窓
会
を
考
え
ま
し

ょ
う

。

　
六
月
十
四
日
は

、
あ
の
時
と
明
日
を
語
る
同
窓
会
で
す

。

　
ど
う
ぞ
学
校
へ

、
お
出
で
下
さ
い

。

北
林
氏
講
演

新
旧
会
長

懇
親
会

校
歌
斉
唱

S
W
B
演
奏 第

二
十
三
回
総
会
の
一
こ
ま

１．総収支（単位：円）
   区     別 前期繰越金 期中収入 期中支出 次期繰越金
   予     算 1,548,788 111,000 890,000 769,788
   決     算 1,548,788 120,978 834,048 835,718

２．期中収支（単位：円）

  科         目 予 算 額 決 算 額
   会     費 80,000 82,000
   寄 付 金 30,000 29,161
   雑 収 入 1,000 9,817
   合       計 111,000 120,978
 繰越金減少額 779,000 713,070
 総            計 890,000 834,048

  科         目 予 算 額 決 算 額

   事 業 費 500,000 527,302

   会 議 費 30,000 24,516
   印 刷 費 20,000 11,020
   事務用品費 10,000 0
   通 信 費 280,000 260,850
   雑     費 20,000 10,360
   予 備 費 30,000 0
   合       計 890,000 834,048

      摘        要

総会剰余金8,296、利息1,521

支 出 の 部

新卒業生78名、既卒業生4名

15名さまから頂きました。

      摘        要

収 入 の 部

図書代金19年度分199,065(142冊)

20年度分199,797(129冊)

名簿維持費 50,000

総会案内 2500通発送

運動会祝金、郵便局払込手数料

昭
和
二
五
年
に
十
二
才
で
卒
業
し
た
私
達
は

、
丑
年
か

寅
年
で
す
か
ら

、
そ
れ
か
ら
五
十
九
年
目
の
今
年
は

、

卒
業
の
還
暦
を
迎
え
ま
す

。
入
学
は
戦
争
末
期
で
防
空

演
習
や
疎
開
が
あ
り
ま
し
た

。
平
和
と
貧
し
さ
の
戦
後

、

や
が
て
高
度
経
済
成
長

、
そ
し
て
今
は
又
世
界
同
時
大

不
況
と

、
激
動
の
六
十
年
で
し
た
ね

。
共
に
学
ん
だ
あ

の
腕
白
君
や
美
少
女
ち

ゃ
ん
が
と
て
も
懐
か
し
く
思
い

出
さ
れ
ま
す

。
杉
二
の
百
二
十
五
周
年
を
祝
う
六
月
十

四
日

（
日

）
の
同
窓
会
に

、
久
し
振
り
で
同
期
が
大
集

合
し

、
卒
業
還
暦
を
共
に
喜
び
ま
せ
ん
か

。

お
待
ち
し
て
い
ま
す

。
私
も
元
気
で
す

。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
昭
和
二
十
五
年
卒
　
稲
束
原
樹

　
私
は
昭
和
二
十
二
年
夏
休
み
に
疎
開
先
の
鳥
取
市
か

ら

、
東
田
町
二
丁
目
へ
移
り

、
二
学
期
に
杉
ニ
小
へ
転

入
学
致
し
ま
し
た

。
上
の
校
庭
と
下
の
校
庭
と
二
つ
あ

り

、
上
・
下
間
は
急
な
ス
ロ
ー

プ
と
な

っ
て
お
り

、
雪

が
降
り
積
も
る
と
橇
遊
び
が
で
き
ま
し
た

。
校
舎
の
西

側
を
善
福
寺
川
が
流
れ
て
い
る
の
は

、
現
在
と
変
わ
り

ま
せ
ん
が

、
そ
の
先
は

、
た
ん
ぼ
が
広
が

っ
て
い
ま
し

た

。
夏
休
み
に
は

、
善
福
寺
川
で
ア
メ
リ
カ
ザ
リ
ガ
ニ

釣
り
で
遊
ん
だ
も
の
で
す

。
ザ
リ
ガ
ニ
の
真
紅
の
も
の

を

「
ま

っ
か
ち
ん

」
と
呼
ん
で
い
た
の
が
想
い
出
さ
れ

ま
す

。
今
年

、
古
希
を
迎
え
る
歳
に
な
り
ま
し
た
が

、

還
暦
野
球
を
楽
し
み

、
リ
プ
リ
ン
ト

（
シ
ニ
ア
に
よ
る

絵
本
の
読
み
聞
か
せ
を
す
る
団
体

）
・
す
ぎ
な
み
に
所

属
し

、
児
童
館
・
保
育
園
等
へ
出
向
い
て

、
絵
本
を
読

ん
だ
り
と
か

、
他
の
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
の
勤
め
等

、
日
々

の
生
活
を
満
喫
し
て
い
ま
す

。

　
　
　
　
　
　
　
　
昭
和
二
十
七
年
卒
業
　
南
　
秀
郎

　
昭
和
三
十
年
卒
六
年
四
組

（
北
川
政
子
先
生

）
は

、

平
成
二
十
年
十
一
月
二
十
九
日

、
六
本
木
に
て
ク
ラ
ス

会
を
開
き

、
遠
く
は
岩
手
か
ら
も
駆
け
つ
け

、
十
一
名

が
お
い
し
い
料
理
を
楽
し
み
つ
つ
懇
親
を
深
め
ま
し
た

。

元
気
な
六
十
五
歳
で
す

。

　
　
　
　
　
　
　
　
昭
和
三
十
年
卒
業
　
藤
井
　
眞
人
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校
長
先
生
の
異
動

 青
木
俊
夫
様
が
八
王
子
由
井
第
三
小
学
校
校
長
に

、

師
岡
孝
明
様
が
渋
谷
千
駄

ヶ
谷
小
学
校
か
ら
杉
二
小

新
校
長
に
四
月
一
日
付
け
で
赴
任
さ
れ
ま
し
た

。

 
　

杉
二
小
は

「
ふ
る
さ
と

」
校

  
 
 
 
 
 
　
 
 
 
副
校
長
　
　
二
瓶
　
正
男

　
二
年
前

、
私
は
こ
の
杉
並
第
二
小
学
校
に
副
校
長

と
し
て
赴
任
し
ま
し
た

。
こ
の
緑
豊
か
な
教
育
環
境

に
も
驚
い
た
の
で
す
が

、
ま
ず
驚
嘆
し
た
の
は

、
同

窓
会
総
会
に
出
席
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
と
き
で
し
た

。

午
前
中
か
ら
降
り
続
く
雨
が
強
く
な
り

、
警
戒
宣
言

が
発
令
さ
れ
る
の
で
は

、
み
な
さ
ん
集
ま
れ
る
だ
ろ

う
か

、
と
心
配
さ
れ
ま
し
た

。
し
か
し
た
く
さ
ん
の

方
々
の
参
加
が
あ
り

、
そ
の
お
元
気
な
姿
と
溢
れ
る

笑
い
声

。
新
参
の
私
に
対
し

、
犬
丸
先
生
は
じ
め

、

皆
さ
ん
が
気
軽
に
声
を
か
け
て
く
だ
さ
り

、
昔
の
思

い
出
を
お
話
し
い
た
だ
い
た
こ
と

。
私
に
と

っ
て
と

て
も
大
き
な
出
来
事
で
し
た

。

　
谷
川
俊
太
郎
さ
ん

、
谷
川
賢
作
さ
ん
の
コ
ン
サ
ー

ト
も

、
最
も
胸
の
熱
く
な
る
出
来
事
で
し
た

。

素
敵
な
詩
と
音
楽

。
そ
し
て
俊
太
郎
さ
ん
の
朗
読
に

、

自
然
に
子
ど
も
た
ち
が
参
加
し

、
詩
の
掛
け
合
い
の

よ
う
に
な

っ
た
時
は

、
涙
が
溢
れ
ま
し
た

。

　
ご
本
人
は
同
窓
で
は
な
い
の
で
す
が

、
金
田
一
秀

穂
さ
ん
に
は
お
話
の
会
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た

。

二
十
年
度
か
ら
会
長
に
な
ら
れ
た
松
田
輝
雄
さ
ん
に

も
お
話
の
会
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た

。

　
ま
た

、
こ
の
二
年
間

、
多
く
の
同
窓
の
方
々
が
立

ち
寄

っ
て

、
学
校
の
中
を
見
学
し
て
い
か
れ
る
こ
と

も

、
私
に
と

っ
て
感
動
の
出
来
事
で
す

。

 
先
日
も

、
昭
和
三
十
年
代
に
教
員
を
さ
れ
て
い
た

岩
片
順
子
先
生
が
教
え
子
の
方
と
共
に
見
学
に
来
ら

れ
ま
し
た

。
み
な
さ
ん

、
校
舎
を
歩
き
な
が
ら

、

「

あ
の
時

、
こ
こ
は
こ
う
な

っ
て
て

」
「
こ
ん
な
こ
と

が
あ

っ
た
ん
で
す
よ

」
な
ど

、
た
く
さ
ん
の
思
い
出

が
こ
ぼ
れ
ま
す

。
同
窓
の
方
々
が
こ
ん
な
に
多
く
訪

ね
て
く
る
学
校
は

、
経
験
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん

。

　
同
窓
と
言
え
ば

、
上
野
星
矢
さ
ん
が

、
フ
ラ
ン
ス

で
行
わ
れ
た
ラ
ン
バ
ル
国
際
フ
ル
ー

ト
コ
ン
ク
ー

ル

で
優
勝
さ
れ
ま
し
た

。
Ｓ
Ｗ
Ｂ
出
身
と
い
う
こ
と
も

あ
り

、
音
楽
を
目
指
す
子
ど
も
た
ち
に
は

、
大
き
な

励
み
に
な

っ
た
こ
と
は
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん

。

　
現
役
の
子
ど
も
た
ち
も
が
ん
ば

っ
て
い
ま
す

。

キ

ッ
ズ
Ｉ
Ｓ
Ｏ
の
取
り
組
み
を
は
じ
め

、
調
べ
学
習

コ
ン
ク
ー

ル
な
ど

、
毎
年
多
く
の
子
が
表
彰
さ
れ
ま

す

。
研
究
授
業
等
で
杉
二
小
に
来
ら
れ
た
先
生
方
は

、

「
こ
ん
な
に
素
直
な
子
ど
も
た
ち
は
な
か
な
か
い
な

い

」
と

、
異
口
同
音
に
言
わ
れ
ま
す

。

み
ん
な
杉
二
小
の
宝
物
で
す

。
こ
の
二
年
間
で
実
感

し
た
こ
と

。
そ
れ
は

、
杉
二
小
は

、
同
窓
の
方
々
に

と

っ
て
は

、

「
出
身
校

」
と
い
う
よ
り

、
ま
さ
し
く

「
ふ
る
さ
と
校

」
な
の
だ
と
い
う
こ
と

。

こ
う
し
て
い
る
瞬
間
に
も

、
ふ
る
さ
と
を
思
い
な
が

ら

、
生
き
て
い
る
人
が
た
く
さ
ん
い
る
の
だ
と
い
う

こ
と

。

　
ご

活
躍
の
同
窓
生

　
広
く
ご
活
躍
の
大
先
輩
と
次
世
代
を
担
う
若
人
の

お
二
人
を
紹
介
し
ま
す

。

文
芸
界
で
ご
活
躍
の

「
秋
山
駿
さ
ん

」

　
昭
和
十
八
年
卒
の
同
氏
は
旧
制
都
立
十
中

（
現
都
立
西

高

）
、
早
稲
田
大
学
文
学
部
を
経
て

、
文
学
の
道
へ
進
ま

れ
ま
し
た

。
昭
和
三
十
五
年

「
小
林
秀
雄

」
で

「
群
像

」

新
人
文
学
賞
を
受
賞

、
四
十
二
年
第
一
評
論
集

「
内
部
の

人
間

」
を
刊
行
さ
れ
ま
し
た

。
そ
の
後

、
平
成
八
年

「
信

長

」
で
野
間
文
学
賞

、

「
神
経
と
夢
想

」
で
和
辻
哲
郎
文

化
賞
を
受
け
ら
れ
ま
し
た

。
平
成
九
年
に
日
本
藝
術
院
会

員
に
推
挙
さ
れ

、
平
成
十
九
年
に
早
稲
田
大
学
芸
術
功
労

者
に
選
ば
れ
る
と
い
う
文
芸
界
の
重
鎮
と
な
ら
れ
ご
活
躍

で
す

。

音
楽
界
期
待
の
新
人

「
上
野
星
矢
さ
ん

」

　
平
成
十
四
年
卒
の
同
氏
は

、
十
二
歳
よ
り
フ
ル
ー

ト
を

本
格
的
に
始
め

、
現
在
東
京
芸
術
大
学
に
在
学
中
で
す

。

中
学
・
高
校
時
代
に
数
々
の
コ
ン
ク
ー

ル
で
優
勝

、
昨
年

十
月
三
日
に
パ
リ
で
行
わ
れ
た
フ
ル
ー

テ

ィ
ス
ト
に
と

っ

て
国
際
的
最
高
の
登
竜
門
で
あ
る
第
八
回
ラ
ン
パ
ル
国
際

フ
ル
ー

ト
・
コ
ン
ク
ー

ル
で
見
事
優
勝
さ
れ
ま
し
た

。

音
楽
界
期
待
の
星
で
す

。

　
総
会
に
は
杉
二
小
ウ

ィ
ン
ド
バ
ン
ド
O
B
と
し
て
参
加

さ
れ

、
活
躍
の
一
端
を
紹
介
頂
き
ま
す

。
。
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寒
さ
も
め
げ
ず

、
校
庭
の
紅
梅
は

、
今
が
盛
り
と
咲
き

誇
り

、
匂
い
を
辺
り
に
漂
わ
せ
て
い
ま
す

。
ま
さ
に

、
校

歌
の
歌
詞
を
彷
彿
と
さ
せ
る
情
景
で
す

。
そ
し
て

、
杉
二

の
子
ど
も
た
ち
は

、
子
ど
も
ら
し
く

、
の
び
の
び
と

、
や

さ
し
く
育

っ
て
い
ま
す

。

　
過
日

、
済
美
教
育
セ
ン
タ
ー

の
研
究
発
表
会
が
行
わ
れ

、

本
校
は

、
国
語
科
の
研
究
協
力
校
と
し
て

、
三
年
生
以
上

の
全
学
級
で
公
開
授
業
を
実
施
し
ま
し
た

。
本
校
の
職
員

に
加
え
て

、
区
内
の
国
語
科
の
学
力
向
上
委
員
の
先
生
方

に
授
業
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た

。
授
業
を
し
て
い
た
だ

く
中
で

、

「
杉
二
の
子
は

、
と
て
も
素
直
で

、
学
習
に
意

欲
的
で

、
授
業
を
し
て
い
る
私
も
と
て
も
嬉
し
く
な
り
ま

す

。

」
な
ど
の
お
褒
め
の
言
葉
を
伺
い
ま
し
た

。
ま
た

、

参
加
さ
れ
た
先
生
方
か
ら
も

、

「
杉
二
の
子
は

、
落
ち
着

い
て
い
て

、
話
の
聴
き
方

、
話
し
合
い
仕
方
が
上
手
で
す

ね

。

」
と
の
お
声
も
た
く
さ
ん
い
た
だ
き
ま
し
た

。

　
こ
の
よ
う
な
子
ど
も
た
ち
の
姿
は

、
一
朝
一
夕
に
で
き

た
も
の
で
は
な
い
と
思
い
ま
す

。
ま
た

、
教
員
の
指
導
だ

け
で
培
わ
れ
た
も
の
で
も
あ
り
ま
せ
ん

。
各
ご
家
庭
の
営

み
が
あ
り

、
ま
た

、
保
護
者
の
方
の
シ

ョ
ー

ト
タ
イ
ム
で

の
読
み
聞
か
せ
な
ど
の
支
援
が
あ

っ
た
か
ら
だ
と
思
い
ま

す

。

　
何
よ
り
も

、
毎
年
充
実
を
し
て
い
た
だ
い
て
い
る

『
同

窓
会
文
庫

』
が
よ
い
活
動
の
場
と
な

っ
て
い
ま
す

。
休
み

時
間
な
ど
の
子
ど
も
た
ち
の
読
書
活
動
だ
け
で
な
く

、
読

み
聞
か
せ
活
動
で
の
保
護
者
の
方
の
本
選
び
の
相
談
の
場

と
し
て
も
活
用
し
て
い
ま
す

。

 
同
窓
会
文
庫
室
も
グ
リ
ー

ン
の
カ
ー

テ
ン
を
し

、
少
し

き
れ
い
に
し
ま
し
た

。
ま
た

、
今
年
度
の
夏

、
校
舎
内
の

内
装
改
装
を
し

、
リ
ニ

ュ
ー

ア
ル
し
ま
し
た

。
近
々

、
ト

イ
レ
改
装
も
計
画
さ
れ
て
い
ま
す

。
さ
ら
に

、
新
校
舎
一

階
に

、
二
つ
目
の

『
杉
二
学
童
ク
ラ
ブ

』
が
四
月
よ
り
開

設
さ
れ
ま
す

。
そ
し
て

、
杉
二
を
取
り
巻
く
道
路
沿
い
を

接
道
部
緑
化
と
し
て

、
白
い
フ

ェ
ン
ス
や
つ
た
植
物
の
壁

面
化
を
行
い
ま
し
た

。
た
く
さ
ん
の
所
で
お
世
話
に
な

っ

て
い
ま
す
地
域
の
皆
様
の
少
し
で
も
お
役
に
立
て
ば
と

、

防
災
倉
庫
を
移
設
し
ま
し
た

。

　
二
十
一
年
度
よ
り

、
新
学
習
指
導
要
領
の
完
全
実
施
に

向
け
て

、
移
行
期
間
が
始
ま
り
ま
す

。
施
設
面
だ
け
で
は

な
く

、
教
育
内
容
も
リ
ニ

ュ
ー

ア
ル
を
進
め
て
い
ま
す

。

　
学
校
公
開
や
運
動
会
な
ど
の
行
事

、
お
散
歩
の
つ
い
で

や
お
近
く
に
お
越
し
の
折
に

、
杉
二
に
お
立
ち
寄
り
く
だ

さ
い

。
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す

。
（
平
成
二
十
一
年
三
月
記

）

 
 
 
 

ぜ
ひ

、
杉
二
に
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
　
　
　
　
　
　
　

校
長
 
　
青
木
　
利
夫

杉二小の歩み（杉二小HPより）
明治 17 年 2 月 3 日 東京府東多摩郡成田尋常小学校として開校
大正 14 年 8 月22 日 校名を杉並町立杉並第二尋常小学校と改称
昭和 7年10 月 1 日 東京市立杉並第二尋常小学校と改称

16 年 4 月 1 日 東京市立杉並第二国民学校と改称
18 年 7 月 1 日 東京都杉並第二国民学校と改称
22 年 4 月 1 日 東京都杉並区立杉並第二小学校と改称
30 年 5 月 杉並区教育委員会研究指定校（社会科）
36 年 2 月28 日 鉄筋校舎第一期工事完成
38 年 2 月28 日 鉄筋校舎第二期工事完成
39 年 7 月 1 日 創立80周年記念式典挙行
40 年 3 月14 日 鉄筋校舎第三期工事完成
41 年10 月13 日 研究指定校発表（思考力を育てる学習指導法）
41 年12 月21 日 体育館落成
44 年 3 月24 日 鉄筋校舎第四期工事完成
49 年11 月22 日 創立90周年記念式典挙行
53 年 7 月13 日 鉄筋校舎第五期工事完成（屋上プール完成）
59 年11 月17 日 創立100周年記念式典挙行

平成 3年12 月 6 日 杉並区教育委員会研究奨励校発表（体育科）
6 年10 月29 日 創立110周年記念式典挙行
9年 2 月20 日 東京都よい歯の学校表彰
14 年 4 月 交通安全警視総監賞表彰
16 年11 月13 日 創立１２０周年記念式典挙行
17 年 3 月 正門設置
19 年 3 月 新校舎東側ビオトープ設置

昭15年卒の皆さん久し振りの母校へ

杉二小ウィンドバンドの皆さん

杉二小同窓会ＨＰ
http://members3.jcom.home.ne.jp/sugi2sho-dosokai/

同窓会活動の課題とお願い
　杉二小の卒業生総数は延べ１万５千人を超えており、３割以上の方々が
　現同窓会　活動の対象となっています。しかしながら、毎年の総会参加
　年代が固定、偏りが激しく、　世代継続が旨く進んでいないのが現状です。
　昭和３５年卒前後以降の皆さんの積極的なご参加により、今後の本会の
　発展と継続にご協力下さい。

財政の課題とお願い
　本会は基本的に終身会費（昭62年卒以降は卒業時に納入）と寄付金を
　収入源として、諸活動を実施しております。
　健全な事業運営継続の為に、終身会費未納の方々のすみやかな納入と、
　お心ある会員の寄付にご協力下さい。

名簿の充実のお願い
　現在は昭和42年卒迄の同窓生の名簿が整理されています。
　これらの方々については、総会案内の返信により、住所変更・不明・物故・
　案内辞退などの状況把握をして、原簿データを修正していますが、昭和43
　～60年卒の名簿は未収集、61年卒以降は卒業時情報のままです。
　最新情報への名簿整備にご協力下さい。

同期会・クラス会実施時、本会の運営・財政・名簿等の課題解決に、ご理解
下さるよう、よろしくお願い申し上げます。

【同窓会のしくみ】
・会員　卒業生･･････普通会員
　　　　　教職員･･････特別会員
・総会　毎年１回開催
・役員　会長　理事長　　　　 各１名
　　　　　副会長　副理事長　若干名
　　　　　理事　相当数
　　　　　監査　２名（税理士・弁護士）
　　　　　顧問　１名
・日常の運営
　　常任理事会での企画、運営
・事業活動費
　　終身会費（千円）及び寄付金

【同窓会の事業】
１．総会・懇親会の開催
　　（住所判明の昭42卒迄の同窓生に案内送付）
２．同窓会文庫図書、他の寄贈
　　（2008.3.20現在3,500余冊)
３．会報の発行
　　（総会時配布、非定期に総会案内同封）
４．名簿の整備（追加・修正）の継続


